気象と健康　～気象の変化を味方にしよう！～　ほすぴ144号

1. 次の文章は、気温の変化が体に与える影響について述べたものである。（　　）にあてはまる語句を答えなさい。

私たちは暑いと感じたときは、血管を（　　）させて熱を体外へ放散させ、寒いと感じたときは、血管を（　　）させて体の熱を逃さないようにします。この温度変化の刺激を感じ取るセンサーの1つに、皮膚に点状に分布する（　　）と（　　）があります。（　　）は暑さを、（　　）は寒さを感じ取る場所です。これらは体の部位によって多いところ、少ないところはありますが、全体でみると温点よりも（　　）の方が多く存在しているため、人は暑さよりも寒さに敏感に反応しやすくなっています。そのため、私たちは気温が急激に（　　　）ときに体の不調が現れやすくなるのです。特に、晴れた日は（　　　　）によって昼間と夜の（　　　）が大きくなるので、不調が現れやすくなります。
体は徐々に気温の変化に慣れていきますが、急な寒さや暑さを感じたときは温かい飲み物を飲んだり、扇風機や冷房のスイッチを入れて体を冷やすなどして、体温の調節を行います。しかし、暑さや寒さに慣れきらないうちに急激に（　）℃以上も気温が上下すると、（　　）でキャッチした刺激によって、（　　）神経と（　　　）神経の切り替えが激しくなります。特に夏は、暑い屋外と冷房の効いた室内の温度差が激しいため、自律神経は1日に何度も（　　）の調節をすることになります。その結果、（　　）が取れにくい、体が（　　）感じるなどの症状が現れやすくなるのです。
2. 次の文章は、前線の発生と体への影響について述べたものである。（　　）にあてはまる語句を答えなさい。
天気図上に（　　）と（　　）がぶつかり合って前線ができるときは、（　　）が変化します。また、（　　　）空気よりも（　　　）空気の方が軽いので、上昇気流によって（　　　）空気が上空へと昇り、地面付近には（　　　）空気が滞留し、足下が冷えやすくなります。下半身全体の（　　　　）が悪くなると、ふくらはぎなどの筋肉がこわばり、筋肉内の（　　）が圧迫されるため、（　　　）が現れることもあります。
3．低気圧が近付くと片頭痛が起こりやすくなるメカニズムを述べなさい。 
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【チャレンジ★ザ★クロスワード】解答　
資格番号と氏名は必ず入力して下さい
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※気温が高くなるとインクが消えてしまうため、


「消せるボールペン」での解答はお控え下さい。





ほすぴ研修問題提出は1単位です








